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くり込み群の理論か ら

新 しい平均場理論 (CAM理 論)へ

ノーベル物理学賞を受賞 したウィルソンのくり込み群の理論を,コ ンピューターシミュ

レーションにより視覚化 したものである。図 (上)は 1024× 1024の イ
′
ジング・ スピン系

を丁度臨界点 (相転移点)Tcに おいて, 10000モ ンテカルロステップで得 られた配位を

示 したものである。 +ス ピンは黒点,一 は白点で表示 した。隣接 したスピン同志は互に同

じ向きをとり易いような相互作用が働いている。丁度臨界点になると図のように,系全体

に広がった (パーコレー トした)ク ラスター (同 じ向きのスピン集団)が現れ,そ の形は

フラクタルな (片端な次元を持 った)幾何学的構造を示すようになる。これをもっと正確

に捉えるには,空間のスケール (尺度)を変えて粗視化 し配位の変化を調べればよい。粗

視化とは,ス ケールみの場合, ♭×夕のセル中にあるスピンの和が正ならば,そ のセルに

対応する粗視化されたスピンの向きを+に とり,和が負ならば,一 にとることをいう。具

体的に図 (上)の一部分 (128× 128)に相当する配位 (図下左)を ι=3でスケールし

た配位を図 (下右)に示 した。この粗視化により,ス ピンの総和Mがスケール タと共に

(1/ぅ )Dに比例して変化するとしてフラクタル次元Dが定義される。図から,D=1.87
と求められる。これは, 2次元イジング。モデルの自発磁化Msの臨界指数β(Ms～ (Tc

―T)′ によって定義される)が今の場合β=2-Dをみたすことが知られているので,

β=1/8であることと丁度対応している。このように, くり込み群の理論は,コ ンピュ

ーターシミュレーションと組み合わせて,い ろいろな相転移の研究に応用されている。表

紙の図は,研究室の伊藤伸泰君により東大の大型計算機センターのスーパーコンピュータ

ーS-810を約10分間使用 して求められたものである。

最近,臨界現象を含む一般の協力現象を研究する新 しい一般的な方法一
コヒーレント

異常法を発見 し,研究室の香取真理,胡暁両君と一緒に大いに発展させている。これは上

に述べたくり込み群の理論とは異なり,平均場近似をクラスター近似 (表紙の図ほど大き

くなくとも,は るかに収束が速い)に拡張 し,それによって得られる物理量の古典的発散

の係数がコヒーレント異常を示すことに着目し,協力現象を調べる理論であり,こ れは,

言わば,温故知新である。

物 理 鈴 木 増 雄

表 紙 の 説 明
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最近,生物進化に関する書籍を書店の棚でよく

目にする。その内容も分子進化学から社会生物学 ,

構造主義生物学といった様々な立場から書かれて

いて,こ の問題に関する社会的関心の深さの一端

をうかがわせる。

私の専門である古生物学も,生物進化の道筋や

仕組みを探ろうとする分野の一つで,主 として化

石を研究対象としている。恐龍や三葉虫,ア ンモ

ナイ トの化石の名前を耳にしても,それらが具体

的にどのような古生物であり,どのように生活 し

進化 していったかを知っている人は案外少ないで

あろう。このような問題を明らかにするために私

達は積極的に生物学の理論やテクニックを導入す

るとともに,必要に応 じて化石生物に近縁な現生

生物そのものを研究対象とする場合もある。 した

がって,た とえ実験的に再現できなくてとも,得

られた古生物学的結論は決 して想像の産物ではな

く,科学的に十分根拠のあるものなのである。

私自身は,こ こ10年,化石頭足類 (軟体動物 )

の一群であるアンモナイ ト類の生活史と機能形態

の研究に取 り組んできた。これらは絶滅種である

ため,体制や生態の復元に際 しては,ど うしても

現生種の生態や比較解剖の知識が必要になる。

「判官」に読み仮名をつけよ,と いう問題にな

んとお答えになりますか。「ハンガン」か、それ

とも「ホウガン」か,な どと急に聞かれると,さ

てどちらだろうと考え込んでしまいますが,実は

どちらでも良いらしい。国語辞典を見ると,両方

進化論 と古生物学

棚 部 一 成  (地質学教室)

そのため,並行して現生オウムガイやイカ類を素材

に比較研究をしてきた。今年の 6月 には,米国の

フィラデルフィアで現生オウムガイ類に関するシン

ポジゥムに参加する機会を得て,多 くの海洋生物

学者や動物学者と交流を深めることができた。こ

の問題に限らず,欧米の生物学者には古生物学に関

心ある人が多く,論文を書 くとかなりの問い合わ

せや別刷の要求がある。日本の大学では古生物の

研究者は地質学や地球科学系の教室に所属 し,生

物系の教室には数えるほどしかない。そのせいか,

せっか く共通の研究テーマを持っていても,生物

学者と古生物学者の間の交流は極めて少ないのが

実状である。近年,古生物学の立場から断続平衡

モデル (提唱者の一人であるハーバー ド大学教授

のS.Jo Gould博士は「ダーウィン以来」やレヾ

ンダの親指」といった優れた進化論エッセーでも

知 られている)の ような重要な進化学説が提唱さ

れたり,原核生物や真核生物の起源についても多

くの真事実が出ている現実を考えると,我々はも

っと古生物学の重要性を国内外にアッピールして,

境界領域や自然史学の発展に努力 したいと考えて

いる。

早 野 龍 五  (物理学教室)

共に正解のように書いてあります。それでは,畔 1

官びいき」はどうか。机上の国語辞典では,「は」

の項にも「 ほ」の項にもこの言葉が載っています。

ちなみに,私が使っているワープロの辞書には

「ハンガン」の読みは登録されていましたが「ホ

J「1 官
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ウガン」は入っていませんでした。近ごろどうや

ら 「ほうがん殿」は]1振 りが悪いらしい。

判官と言うのは昔の官職名ですから,特定の個

人を指す意味は本来無いはずなのですが,芝居の

世界で「ほうがん殿」と言えば,こ れはユニーク

に源九郎判官義経を指す言葉となります。義経の

世界を描いた作品は多く,義経千本桜,勧進帳な

ど,い までもしばしば上演されているのは御存 じ

の通り。本物の義経は背が低 く,それほど男前で

はなかったそうですが,劇中の御大将は愁いを含

んだ貴公子です。この悲劇の武将に肩入れする心

情が即ち「判官びいき」という訳なのですから,

やはり「ホウガンビイキ」と読むのが妥当なので

しょう。

す方,「ハ ンガン」と読んだらば,忠臣蔵。多

くの家臣があることも省みず殿中で刀を抜いてし

まった短慮な殿様,塩冶判官「エンヤハ ンガン」

(実録では浅野内匠頭)が思い浮かびます。赤穂

浪士に取材 した芝居は,最近のテレビドラマや映

画に至るまで数多 くありますが,中でも忠臣蔵は

二百数十年来演 じ続けられ多くの名優が工夫を重

ねてきただけあって現代でも鑑賞に堪える名作だ

と思います。

ハンガンとホウガン。判官という字に関連する

二人の話が,どちらも歌舞伎を代表する演日とな

っており,ま た,古来日本的心情をあらわすもの

として論 じられてきたのは偶然とはいえ面白い事

です。

閑話休題。最近,外国の研究者仲間に手紙を送

るのに電子メールを使う機会が多 くなっています。

これは使い始めると大変に便利なもので,ま ず第

一に早い。今日出した手紙の返事はだいたい翌朝

にはもらえます。実験データや論文の原稿なども,

コンピュータのファイルをそのままオロ手に送るこ

とが出来るし,受け取った側でも再度タイプ入力

する手間なしにデータを解析 したり原稿を直した

り出来る。国際会議のプログラムをどうするか相

談したり,会議の出席登録を集めたり,コ ントリ

ビューションを集めたりするのに電子メールを活

用する例 もあります し,国際会議場で電子メール

のア ドレスを教え合う風景も多 く見られるように

なってきました。

電子メールの文化は若い世代のものかと言うと

そんなことはないようで,コ ンピュータは使わな

いけれど電子メールのためにはキーボー ドにさわ

ると言う老教授も結構おられる由。先日もヨーロ

ッパ出発を控えて慌ただしい某教授に届いた電子

メールを肩ごしに一瞥するなれば,仕事の手紙に

あらず して,オ ペラ見物の日程の相談。そして,

相手側からは来月の歌舞伎のプログラムの問い合

わせ。電子メール文化が着実に育ちつつある一面

を見た思いが しました          |)
外国からお客様があるとしばしば歌舞伎に案内

しますが,最初になにを観るかによってその人が

歌舞伎を好きになるかどうかが大きく左右されま

す。平均的に言 って,筋 も構成もきちんとしてい

て現代劇に近い感覚で観られるものの方が違和感

が無いようで, これははじめて歌舞技を観る日本

人にも当てはまるようです。

今年はたまたま国立濠1場開場20周年にあたり,

その記念行事として10,11,12と 3カ 月に亙 って

忠臣蔵が上演されます。忠臣蔵は初めて観ても十

分に楽しめ,繰 り返 し観ても新 しい発見のある芝

居です。芝居が好きだと言うだけで特にまとまっ

た講義ノー トの用意があるわけではないのですが,

ちょうど良い機会なので,駒場の全学ゼ ミで忠臣

蔵を教材にして歌舞伎の入門講座を開こうと思い

立ちました。

忠臣蔵の芝居には,殿様が大事件を引き起こし

ていると言うのに持ち場を離れ,腰元とデー トを

していた不心得者の若い侍が出てきます。その名

は早野勘平。勘平は劇の半ばにして,討入に参加

すること無 く無駄な死に方をして しまう悲劇の主

人公ですが,一方,忠臣蔵の登場人物の中で一番

の男前であるということ (になっている)で も有

名です。

早野という姓はあまり多 くある苗字ではないの

で,たまたま私と同姓のこの劇中の人物には,昔

●)
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から親近感を抱いてきました。今でこそ歌舞伎は

芸術と言われ国の保護を受けていますが,昔は悪

所だったことは御存 じのとおり。物理の教官がと

んでもないものを教えたいと言い出したがために

各方面の方々にご迷惑をおかけしましたこと,勘

平さんに免 じてお許 しあれと云雨。

坪 井誠太郎 先生 の追憶

昭和61年 9月 22日 ,本学名誉教授坪井誠太郎先

生がおなくなりになった。この報に接 して,一時

自分の耳を疑ってしまったのは私のみではないと

思う。93歳の御高齢とはいえ,ついこの間まで坪

井先生 らしい端正なお姿と足どりで,時々教室に

来ておられた。その折には何時も歯切れのいい口

調で,明せきな御考察の数々をお話 し下さった。

何時しか,私共の頭には“不死鳥の坪井先生 "と

いうイメージが形成されていたのである。

先生の数々の御業績と御貢献については,東京

大学広報で報 じられている。こ でゝは,御在官当

時の先生と学生達という角度から先生を画きだし,

先生を偲ぶこととする。

昭和23年,私達17人 は理学部地質学科に入学 し

た。 “坪井先生は気難 しく,厳格な方だぞ "と 誰

からともなく教えられた。それなりに覚悟 して,

必修の岩石学の講義に出る。たしかに,講義室に

ぬれた傘を持ちこんで,床に水が拡ったりすると,

ひどく叱 られるという,先生の気難 しさはあった。

しか し,講義には,当時,ラ ジオの人気番組の｀
話

の泉 "の話も出て くれば,外国の大学街の様子や

有名な学者のエピソー ドも語られる。結構息抜き

のできる科日であった。それにもまして,講義が

明解で,お話を聞き乍 ら,こ っちが考える余裕が

充分にあるものであったことが嬉 しかった。数式

が出て来て閉口だと言う者もあったが,それも覚

える数式ではなく,理解するための数式であり,

楽 しいものであった。

先生は "岩石学,鉱物学は観察から出発する学

問である。岩石の産状の観察の次には,標本を鏡

下で観察することになる。この検鏡 という基本手

飯 山 敏 道 (地質学教授)

段を充分に教えよう。それに続いて造岩鉱物の主

なものの性質,特に物理化学的な性質について話

せば充分である。岩石に関する研究基礎を与える

ことに徹底 しよう"と考えておられたようである。

一年間続 く講義と実習の前半は結晶光学であった。

それも,結晶物質の光学的性質が偏光顕微鏡下で

どのように現われるかについて焦点がしばられて

いた。演習は結晶光学の面倒な計算を対数表と鉛

筆でやらねばならず,非常に閉口した。 しかし,

そのお陰で,検鏡 している時に,今 この鉱物の結

晶をどの方向からどのような性質について見てい

るかと言 うことについての認識が常に頭の中にあ

るようになったのも事実である。第二学期は,主

要造岩鉱物の各論と実習であった。造岩鉱物に関

する教育は,坪井先生が,東大の岩石学をして,

"最 も東大 らしい岩石学 "に育てられた源泉であ

った。 しかし,決して多 くの鉱物について多くの

事実を羅列されるのではなく,ご く限られた鉱物

について物理化学的性質を中心に話されるもので

あった。造岩鉱物にこれだけの努力が注がれてい

る大学は,世界でも数少 く,恐 らく英国のケンブ
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下

リッジ大学とその系列と東大だけであろう。二大

学とも,岩石学では,多大の貢献をした研究者を

輩出している。岩石学と名ずけられた先生の講義

で実際の岩石についての話があったのは,わずか

3回だけであつたが,それで充分研究遂行の基礎

が与えられていた。

中期生になると,選択科日で,岩漿論および変

成論という講義が坪井先生によって行はれていた。

これも,多 くの複雑なことを話されるものではな

く,岩石,マ グマの進化をどのような角度から考

究すれば最 も合理的であるか, 2～ 3の例を丁寧

に説明され,わずか 8回の講義で終るものであっ

た。 "地下深所で起った変化を,そ の産物である

岩石を調べて考察を進める過程は,物理現象,化

学現象を見,て 目に見えない原子,分子の構造や性

質を推定する過程と本質的に同じ姿勢である」'と

講義をしめ くくられたのは,とても印象的であっ

た。

先生は "変化を目で追うことができない岩石の

成因の研究では,観察事実の解釈の論理にあいま

いさがあってはならない "と 常に思われ,御 自分

の行動,発言もこの信条に従っておられた。

終戦後間もない頃の大学に対する占領軍の干渉

も少 くなかった当時である。血気盛 りの我々は,

や ヽもすると,学生ス トライキだ,学生大会だと

騒ごうとした。私達はこの騒ぎで忙 しいから,試

験を延期 して頂 くことを考えた。この申し出をし

に,総勢15人が,ア ポイントメントもとらず,夕

方お宅に押 しかけた。我々を招 じいれられた先生

は皆の話をきかれた後, 
く
今回の占領軍の干渉は

私達教官も心配して,大学の自由を守るための対

応策を考えている。かと言って騒動を起 して解決

されるものではない。まだ最終行動に出る時では

ない。そもそも,こ う言う最後手段に訴える時に

は,一命を賭す決意が必要だ。そこまでは切迫 し

ていない。とに角試験は予定通りややりましょう

と10時すぎまで押 し問答,結局私達は試験を受け

る約束をした。先生の方に道理があり,冷静に話

される先生のかもし出される直剣な雰囲気に一同

強い感銘を受けて帰途についたのであった。

中期の夏の地質調査実習のフィール ドで私達が

起 した悶着 も忘れられない。地質学科では中期生

の時40日 間, 3～ 4人の班にクラスが分れ, 1/

50,000地形図の 1/4位の地域を調査する。私達

の時の実習は坪井先生が指導された。発表された

フィール ドは,長野県の鹿塩村から北は茅野の南

にわたる地域であった。分布する岩石はどの班も,

変成岩と花向岩が主で,堆積岩の分布は極めて少

い。勇気 ?の ある奴が先生に
は
地質調査の実習地

としては不適当である"と 申し出た。どんなに立

腹されるかと思ったのだが拍子抜けが した。先生

のお答えは,"私 は地質調査実習の担当の度毎に  01
中央構造線沿いに九州から始めて,こ の構造線の

北端まで来ました。私の最後の指導担当だから,

こゝにします。どんな岩石が分布 していようとも,

地質調査の勉強はできます "と 言われ,返す言葉

もなく, このフィール ドを調査することに同意 し

たのであった。先生は一班に 2日 位来 られ,私達

と一緒に歩いて下さった。先生が来 られる前には

無味乾燥,あ まり気のりのしないフィール ドであ

ったが,先生が私達の班に下さった問題とそれに

対するヒントのお陰でその後の炎天下の調査が楽

しいものとなったのもなつか しい記憶である。

私達のクラスには急進派も多 く,先生に種々非

常識なことも言 ったが,何時の間にか “先生は気

難 しい方だが,理屈が通り,こ っちに誠意があれ
  o,

ば解 って頂ける"と いうことが皆の心に芽生えて

いた。又
は
ひどく叱 られることはあっても,後々

までそのことのたたりを受けることはない "と 言

うことも解 って来た。その証拠には,後期の卒業

研究で,先生の指導下に入ることを決めた 5人の

中に,騒ぎの度に首謀者となる急進派の 2人がい

たことでも肯けよう。

先生が岩石学を専攻する教官,学生に御自分の

研究結果なり,文献で読まれた事なり,学問の紹

介をされる時,先生はそのことが非常に楽 しくて

たまらないと言う気持を満面にたたえられる。"学

問をすることは,楽 しいことなのだ。たとえ肉体
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的な苦痛を伴っても,新 しいことを知ることは楽

しい。学問がそういう姿になるためには,自 由で

あることが肝要だ "と 口ぐせのように言われる。
は
自由であるためには,慣習的に言われ,皆が真

理と思 っていることにとらわれてはならない。"と

言う訳で ,一弁 したことから議論が始り,4時に

始 ったゼ ミが 9時になっても終りそうもなくなる

ことが時々あった。数学や物理学とは異 り,常に

黒か自か判定がつかない場合に対 して,あ る規範

を設けて,他方を消去 し,一方をとる態度に対す

る坪井先生の抵抗はそれ程強烈であった。

坪井先生の下に暮すこと4年で,先生は御退官

になり,私 も東大を出てやがて渡欧した。その新

しい環境での生活の最初の日から,異和感を感ず

ることなく,19年の歳月を研究で過すことができ

たのは,欧州の研究者社会の根底に,坪井先生が

日常言っておられた事が綿々と流れていることに

よるような気がしてならない。先生が欧米に滞在

され,い くっかの有名な研究を発表されたのは,

わずか3年 という短期間であった。その間に,こ
のような信念を持つようになられたことは考えら

れない。それとも,大正末期の欧州の科学者達は,

坪井先生に感化を与える程,強固で明解な哲学の

持ち主であったのだろうか。私には,先生が渡航

される前から強 く考えておられ,た まさか,先生

が行かれた英国の学問社会の雰囲気が,先生のお

考えと一致 していて,意を強くして帰国されたよ

うに思えてならない。

晩年の先生は,この信条が更に大らかに発揚さ

れ,種々なことに興味を持たれ,鋭 く考えられて

は,私共の所へ来ては話して下さった。

東大理学部の地質学科を卒業 した人達が,日 本

だけではなく世界の学界,産業界に残 した貢献は

大きい。これらの人々の仕事が,岩石学であれ,

他の地質学分野のもとであれ,多かれ,少かれ,

坪井的なものを認めて,先生の影響力の大きかっ

たことを改めて感ずる。それが時には,論理の綿

密な整合性であり,時には,建前と言うことをぬ

きにした本音に基 く行動であることもある。

私達は,先生の崇高な人格と,す ぐれた学問と

その理念の影響を受けた幸福に感謝する。またこ

のよい影響に培われた地質学教室の伝統が今後も

引きつがれて,一層多 くの実りを結ぶようにも希

って止まない。

ぶ偲を生先寛原

大 場 秀 章  (総合研究資料館)

名誉教授原寛先生は本年 (61年 )9月 24日午後

6時 21分心不全のため東京目黒の自宅で急逝され

た。75歳であった。ここに謹んで先生のご冥福を

お祈り申し上げます。

先生は,明治44年 1月 5日 東京に生まれ,昭和

9年 3月 東京帝国大学理学部植物学科を卒業 し,

直ちに理学部副手,13年講師になり,同年 8月 よ

り16年 まで在職のま 文ヽ部省在外研究員としてハ

ーバー ド大学に留学,19年助教授,32年 同教授と

して植物学第一講座を担当され,植物分類学・ 植

物地理学を講ぜ られ,46年定年退官された。
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その間,学内においては総合研究資料館の設立

に尽力され,同館館長 (43-45年), また,45-
46年は理学部附属植物園長を併任された。国際的

には,国際植物分類学会評議委員 (34-61年 ),

国際種子植物命名規約委員会議長 (50-55年 )な

どを務められ,国内では,日 本学術会議会員 (41

-43年), 日本植物学会会長 (44-49,54-550,

日本植物分類学会会長 (46-49年 )な どを歴任さ

れ,植物学の発展と国際交流に大きな功績を残さ

れた。

幼少の頃から先生は植物が好きで,植物学,特

に分類学,を志 し,はやくからそのための準備を

されていた。本学入学直前に出版された『学習院

構内植物目録』―いまでは東京市中にかつて生育

していた植物の貴重な記録になっている一などか

らもこのことを読み取ることができる。先生は温

帯の植物に特に強い興味を感 じておられた。その

頃朝鮮半島の植物を研究されていた恩師中井猛之

進教授が先生の卒業論文に勧めた能登の植物研究

をわざわざ断わって,温帯植物の宝庫である北海

道日高地方の植物研究を申し出たほどである。

日本の温帯にはヨーロッパと北米に共通する植

物が多くある。当時は欧米の学者がその研究をリ

ードしており,そ の成果を吸収するだけでもたい

へんであった。 しかし,先生は鋭い洞察力に加え ,

わが国ではじめて細胞分類学の手法を導入し,日

本の温帯植物が有する高い多様性を明らかにし,

「ヨーロッパと北アメリカに類縁種がある日本の

植物の変異」をはじめとする多 くの論文を発表 し

国際的に高い評価を受けたのである。また,先生

は,「ネコノメソウ属の分類」をはじめとする学

名の厳密な検討の上に立つ種族誌的研究を発表さ

れたが,こ れらはのちの研究者の範となっている。

温帯植物の研究を通 して先生は欧米の分類学者

と共通の話題をもつことができた。これは米国留

学とともにのちの先生の国際的なご活躍を支える

素地となったのである。先生は,永年にわたり国

際学会で活躍された。特に,昭和34年か らは国際

植物分類学会評議員を務め,国際植物命名規約等

の重要事項を審議された。また先生は,ロ ンドン

・ リンネ協会外国会員,エ ディンバラ植物学会名

誉外国会員, トーレイ植物学会名誉終身会員など

に推挙された。

先生は不朽の名著「 日本種子植物集覧」全 3巻

(岩波書店)はか総計 350篇 におよぶ論文・著書

などを著わした。文字通り研究と調査のために明

け暮れる日々を過ごされたのである。先生には取

りつくしまもないといわれた方がいる。在職中は

特にそういう言葉を耳にした。

ところで,先生がはにかみやで人見知りをする

といったら驚かれる方も多いのではないだろうか。

はじめての客人と接する時は特にそうで,沈黙の

時を少 しでも減らそうと周囲のものが苦労 したこ

とが再三あった。また,講演は無論ちょっとした

即興風のスピーチでさえ事前にメモを準備されて

いたことも意外に思われるであろう。

先生が並はずれた国際感覚をもっていらしたこ

とは大方の認めるところである。このような感覚

は生来のものであるが,米国留学によって一層の

洗練を受けたように思われる。先生は,留学先で

接 したニューイングランドの人々の質素で無駄が

なく合理的なうえ規則や約束は厳重に守る生活ぶ

りに心動かされたと書いている。これは先生自身

の生活信条でもあった。

先生はどんな教育観を抱かれていたのだろうか。

かつて先生は「私の経験から見れば大学では新 し

い知識を知るという以上に,学問に対する態度 ,

エチケットから細かいことでは,論文の書き方に

至るまで色々のことを身につけるのが大切である

と思う」 とおっしゃったことがある。

また,恩師中井先生が内外の資料文献を縦横に

引用 しながら,鋭い観察力で新 しい意見をだされ

る精力的な仕事ぶりに心をひかれたと述懐もなさ

っている。先生は,こ のような考え方を教育の基

本とし自らがその範たるよう努めた。特に先生は,

学生からの質問とそれに答える方式を尊重 した。

先生の教育観は古き良き時代を代表するものなの

であろう。
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温帯植物の研究から先生の研究は日本植物の起

源や植物相の形成過程を探る方向へと向かった。

この研究には,日 本の植物をアジア大陸や,北米

東部に生育 している近縁の植物と十分比較研究す

ることが必要であり,先生はこれを実施する機会

を挨 った。

昭和35年 に至ってようや くヒマラヤ調査のきっ

かけをつかむことができたのである。今日の海外

学術調査のはしりになるもので,実施にあたって

の困難は言語に絶するものであつたらしい。特に

この最初の ヒマラヤ調査に入ったシッキムー当時

は独立国であった一の入国にインドの許可が必要

で,こ れが取れず難航 した。先生は他の隊員を国

境のシンガリラ山脈に先に出発させ独りで交渉に

あたった。まさに背水の陣である。

感情をあらわにすることの少ない先生も,こ の

時のことを「 (シ ッキム入国)ぎりぎりに許可書

が届き,私はジープを雇 って山稜をとばした。…

夕方,シ ンガラ山脈の海抜 3,600π の峰の上から

登って くる隊員に,『お―い,許可書がとれたぞ』

と手を振りながら叫んだ時の感激は,今 も忘れな

い。」 と書いている。こうしたヒマヤラでの調査

研究の成果は,大英博物館から出版された「ネパ

―ル産種子植物総覧」全 3巻 などの論文・著書に

結晶 し世界の注目を浴びた。さらに,昭和55年か

らは高齢にもかかわらず中国奥地の植物調査に先

生は三たびも出かけられたのである。

上記の引用はすべて,信濃毎日新聞に昭和58年

5月 から6月 にかけて連載された回想記からであ

るが,先生はこれを次のように締めくくられた。

「 日本植物を研究するための比較資料を求めて ,

北米東部, ヒマラヤ,バイカル,中国を歩いたの

だが,国際情勢もからみ一応これをみるのに50年

の歳月が流れて しまった感 じである。本当はこれ

からこれまでの経験と資料を生か して日本の植物

をさらに深 く研究するのが,私の初めからのそし

て最後の目的であった。植物の世界にはまだ分か

らないことがたくさん残されている。今後もでき

る限り日本の植物研究に余生を捧げたいと思って

いる。」

お亡 くなりになる前日,私はウプサラ大学のH
教授を案内して先生を自宅にお訪ねした。いま投

稿を終えた論文のことをはじめ,今後のヒマラヤ

や東アジアの植物研究の進め方などを巡って話が

尽きなかった。先生にはこれからやりたい研究が

山のように残っていた。誠に惜 しい限りである。

山内恭彦先生は二年ほど前から御静養中であっ

たが,10月 13日 永眠された。先生が東大工学部か

ら理学部へおいでになったのは昭和24年 4月 ,先

生が46歳の時であった。当時学生だった私達は早

速弟子入りさせていただいたのだが,先生は原子

核理論をはじめ,当時盛になりつつあった素粒子

理論の研究グループを指導されることになった。

講義は厳格で,い わゆるこわい先生だったようで

ある。

先生はそれから理学部長,物理学会の会長等に

山内恭彦先生 の追憶

宮 沢 弘 成 (物理学教室)
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就任された。が,ま わりの人をおだてて仕事をさ

せるという方針だったそうである。御自分でなさ

ることはあまりお好きではなかったようで,そ の

後は長とか員とかつく役にはあまり関係なされな

かった。

先生の学問的業績は理論物理学の広範囲にわた

るが,と くに原子・ 原子核などの多体系に群論を

応用することが主題であった。量子力学に回転群

・対称群の表現論を応用するという当時の大流行 ,

いわゆる (第 1次)群疫 (Gruppenpest)|こ 主要

な役割をされた。対称群での山内の記号は広 く知

られている。これらの業績に対 し学士院賞が授与

された。先生によるとそのアイデアは自動車と接

触事故を起こしたときひらめいたのだそうである。

先生はまた,古典的名著「一般力学」をはじめ多

くの著書をのこされた。これで勉強した学徒は多

いことであろう。

先生は江戸の与力を先祖とする江戸 ッ子であっ

た。はぎれのよい淡々とした態度,漂々とした風

格は,そのまま先生の学問に対する姿勢でもあっ

た。ずばりとしたところは,物理学の放棄の原理 ,

切断の精神につながるのである。弟子,学生供は

有形,無形の薫陶により,こ れらのものを伝統と

して引き継いでいくことになろう。

学生にとってはこわい先生であったが,研究室

の私達には良いおや じであった。何をいっても笑

って許 して下さった。お酒が好きです ぐ御気嫌に

なり,陽気に騒いだものである。酒を飲むと数学

ができる,あ るいは数学をやるには酒が必要とい

うのが先生の原理であった。私は不肖の弟子で飲

み方を会得できなかったが,先生方の酒盛 りに付

き合うのは楽 しいことであった。先生は山歩きを

よくされた。若い頃は小谷正雄先生とよく旅をさ

れたそうである。身長も出身地も性格 も異るお二

人は絶妙のコンビだったのだろう。理学部教授に

なられてからも私達若い連中を,日光など方々に

連れて行って下さった。お蔭で,私達 (た とえば

猪木さん)は今若いのと山歩きしてもお くれをと

らない。また先生は山の写真を多 く撮 られた。自

馬をはじめ山の綺麗なカラー写真を見せていただ

くことができる。

私的なことであるが,山内先生のお名前を知る

のにこんなことがあった。東大物理に入学したば

かりの頃, 日高孝次先生にお目にかかる機会があ

った。いろいろ御注意のうちつぎのことをいわれ

た。「学問をするのに,米飯は胃に負担がかかっ

て良 くない,パンにすべきである。私の同級生に

山内という偉いのがいるが,米を食っているので

あそこまでしか偉 くならない」。 私は感心 してき

いたのだが,後 日このことを山内先生に伝えると,

「なに,日 高がパンを食っている?そ のわりには

偉 くならないなあ」とのことであった。私はお二

人が良きライバルであることを知 り,食物とか酒

とかは学問と関係なさそうだと感 じたのである。

床につかれてからは時々,自 分が死んだときは

ということを日にされたが,ま だ先のことだとい

って大半は聞き逃 した。唐の詩人某ということを

いわれた。その詩を葬儀のとき朗読せよというこ

とと思い,中国の詩に詳しい有馬さんと調査する

ことにしてまだ実行 しなかった。また参列者に酒

かビールの小瓶をともいわれた。帰りに配れとい

う意味か,そ れ以上のことか。告別式のとき一同

で乾杯 してお酒の好きだった先生を送ることがで

きないかとも考えたのだが,こ れも準備できなか

った。

最後にお目にかかったのは9月 中旬で,落ち着

いた御容態であった。「 これから2ケ月パ リヘ行 っ

てきます。アルプスの写真をとって くるから見て

下さい」というと大きくうなずかれた。ところが

その写真をとっている頃,先生は逝 って しまわれ

た。連絡がつかず御葬儀 も知 らないでいた不孝者

になって しまったが,先生は「元気でやっている

わい」と笑って許 して下さると思うのである。
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去る11月 7日 (金)午後 5時から,赤門脇の学士

会分館において,理学部恒例行事になっている名

誉教授との懇談会が森総長ご臨席のもとに開催さ

れた。

懇談会には,理学部関係名誉教授64名のうち22

名の先生がご出席され,学部から有馬学部長はじ

め朽津,飯山評議員等の関係者が出席した。

懇談会は,戸張事務長の開会に始まり,有馬学

部長から挨拶と近況報告があり,ついで森総長の

挨拶のあと,記念撮影を行い,最長老の木村健二

郎先生の音頭による乾杯で懇談に入った。懇談は

各先生方のご活躍の様子やユーモラスな近況報告

などがあり,始終なごやかな雰囲気に包まれた。

また,生物化学科宮沢辰雄教授による「バイオ

モレキュラーサイエンス」と題する講演がスライ

ドを使って行われ,先端技術に対する関心と期待

が寄せられた。

名 誉 教 授 と の 懇 談 会
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東京大学総合研究資料館主催

第33回講演会のお知らせ

このたび総合研究資料館では,下記により講演        ,漁 業」

会を開催致 します。聴講ご希望の方は,直接会場    日 時 昭和62年 2月 28日 (土 )

へおいでくださるようご案内します。                午後 1時30分～

記               入 場 無料

総合研究資料館主催第33回講演会          場 所 総合研究資料館講義室

講演者 能勢幸雄総合研究資料館長           (赤 門入る右折歩60メ ートル)

(農学部教授)                3 o3(812)2111内 線 2802

演 題  「アイスランドーー その自然 0人

≪学部 消息 >

教  授 会  メ モ

61年 9月 iO日 (水)定例教授会              6)会 計委員会報告

(η 企画委員会建物小委員会報告理学部 4号館 1320号室

18)企画委員会報告議 題 (D 前回議事録承認

19)その他曖)人事異動等報告

131 学部研究生の期間延長について

141 企画委員会大学院構想検討小委  61年 11月 i9日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1350号室員会報告

6)企画委員会建物小委員会報告     議 題 (D 前回議事録承認

9)人事異動等報告G)教務委員会報告

(31 昭和62年度文部省内地研究員の椰)その他

受入れについて

6:年 10月 15日 (水)定例教授会             に)人事委員会報告

15)企画委員会建物小委員会報告理学部 4号館 i320号室

16)企画委員会大学院構想検討小委議 題 (J 前回議事録承認

員会報告12)人事異動等報告

13)学部学生の休学について           (71 企画委員会報告

ほ)そ の他に)教務委員会報告

15)人事委員会報告
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人  事  異  動

1鰤 以上 )

輔  営 識  氏  名  発醐 日
1麹

麟   臓   著

|プ驀
動 教 獲 今 望  純1闘 ,軌 1鮮 桂

響 i監爆響
畿

地 質
‐

軌 教 授 棚 部 一 成  田。lo.1 配 鷲 繰 壽躍決理学部1爾動 :ら

雄 鑽  華  量  趨 田  宏  61.1■ 1 暴  橿  輻 ら

ス 文  教  授‐ 内 自   豊  餌.11. 1 排  桂 豪京夫史合教艤:

鋤 書

I中時  動  手 粋 崎

`前

瑯  61.■ .3・l 碑  職  理階諄階所へ

物 理  ″  大 橋 膝 畿 6』‐ 1操 期

地 物    ″   1兼 厠‐― 節|    ″   昇  任 椰震研勁教授 |ヽ

敷 讐  ″  ,大国条 曖 lll Sl.&31辞 職 種浜市大動教邸

数 学   ″  久 畿 健 - 61.■ 1 採  用

犠 理  グ  曽 田 華 調  ,″  界 経 岬 輯 膝

動 爛  ″  三 谷 啓 志| ″  転 機 京れ 手から

中閲子    ″    二 著 1巌 博
‐ 1銀 m l 採  嘉

i地 物   ″   比墨根:  肇    ″     ″

数 学  ″.基 町 籠 一‐ ″  権 重 東北鳥摯鶏臨鰐瑯場

イ乙 学  ″  藤 燿諄譲教 側_ユ 16彗警 ftt Л辱聰

物 運   ″  腰 原 伸 也:  ″  慄  層

植 物   ′  大 矢 種 一   ″   ″

地 1理    ″   久 保.華 夫 唸■ 11. 1 昇  任  翻 :本軒務岬舗獅ヘ

物 響   ″  墟 所 像 -01.11‐ 16擁  用

1艤 員》

物 理 事 務 言 高 未 築 宇 m ll,16辞 職

外 国1人 客 員.研 究 員

所属 受け入罐  国:等    氏  名  現   職  研究員覇闇  備 考

物理多醜:i毅憂日    本国   裏宴瑾範鶴裳饉
ニデ

 1数 量鰐～

『Ｌ
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軽‐学博 士の囃 位‐噸得 者

帥 61年 9月疵日付 (8名)]
コ骨書;I       

「拿
::i:'111:iき  

‐

文 博 士

文 博 士

文 薦 士

文 書 士

文 鸞 士

劃  摯

氏  名

嵯 籐 1鹸廊

璃 崎  簾

横 谷  響

佐 ホ々 徹蹴

萩 遣 響 擁

田 崎
‐
暗 明

轟  1文  議  目

壁電流による新しいピ‐み位置機'由暮諭

識

論

識

諭

物

鍮

諭

鰤 錮 輻 剰
ルを用い神 鼈 蝿ど物 流0鞭

高証ネルギー電子廊爾算ソ軸 、けるピー:ム 心偏極

蛛 き湾欲 NCC鑢o71の趙

マ酬トロ雛 おキ鯰 洟

麟甜物理学・場σ磯議fこ わけ
―
る確率幾何の方法

〔田崎晴翻風の議度は        よる騰ガ蝿羹動

文■博 ―L   深 町 鸞 史   哺難類の溜化艶 分化におけI鑢蕎組織の役割

菜1鶴 士   久 保 翼‐嘩   識曇灘郵蒙瑞麟|る ヨア|と:マ ントープに昨回儒

論 菜 博 ±

〔円和01年10月 27月行 (1僣)〕

山 目 雅 弘    網腰神経細胞におけ:る 機覚情報処理ピ関する融

鑢  輔

』 物 勤 手

‐

 縮       |:1,ヨ
を

'11'露

物 理 瑾懇 :江 III

海 外 渡 航 者

(針ケ・月以上)

事  選航鶏国  1渡醐胴

畔幸鷺合■国鐘「甑l』■‐
臓 ス  イ  ス 61.a ll～‐
       鉱 lQ.31.

薇ンフンス 61.識
:ふ

覆 航 目 的

襲墨豊蠅醒割を関する晦 め

浙蟷難野・隅調撃

謳舅鶉夢軋

国

　

田

民

武

　

武
´
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●

理学部長と理職の交渉はこの間昭和61年 9月 22

日,10月 20日 におこなわれた。主な内容は以下の

とおりである。

1.専門行政職俸給表適用問題について

標記の件については,昨年来,学部長と理職の

間で交渉や議論がすすめられてきたが,理職の要

望にそった解決は困難な情勢にあることが既に学

部長より報告されていた (「理学部広報」18巻 2

号,11ペ ージ)。 こうした状況をふまえて理職は

「専行職俸給表適用に関する『文部省第 2次案』

と決別 し,真の大学技術業務の発展,技術系職員

の地位向上・ 待偶改善のための制度改革を」とい

う見解を 9月 24日 発表 し,学部長に理解を求めた。

学部長は,理職の見解に理解を示 しつつ,「 こ

の問題は,あ くまで大学の教育・研究を発展させ

るという見地で議論している。大学の大きな使命

達成の中で待遇改善にもとりくむつもりである」

と述べた。

2.大学の改組 。再編問題について

理職は,天文台改組問題をふ くめて東大におけ

る改組 。再編の動向を尋ねた。これに対 し,学部

長は「『研究は研究所で,教育は大学で』という

考え方が根本にあるように思われる。かつその考

え方が科学技術行政に反映 しているのではないか

と心配している。天文台改組のための調査費が62

年度概算要求として計上することが先の評議会で

了承されたが,こ の懇談会その他で東大の研究 0

教育を阻害 しないことが改組を最終的に承認する

条件であることが確認されている。」と述べた。

理 学 部 長 と理 職 の 交 渉

また,理職は, 9月 30日 の東大教官懇話会で提

出された「学院構想」について説明を求めた。学

部長は「 この構想は全く私案である。理学部とし

ては,理学部の現状,未来に危機感をいだいてお

り,こ の構想をお、くめ,学部 。大学院教育につい

て企画委員会,特に大学院構想検討小委員会で検

討 しつづけている」と答えた。

3.行 (二)問題

理職は,行 (二)技術系職員の専門職移行が困

難な情勢であること,行 (二 )か ら行 (一)への

振替が年々困難になっていること,行 (二)労務

系職員の待遇改善や昇格が著 しく遅れていること

に鑑み, 
く
行 (二)職員の待遇抜本改善のための

懇談会 "を設置するよう提案 した。理学部長は,

この提案に賛意を示 し,具体化の検討を約した。

4.技術系職員の科研費分担者問題について

理職は,「技術系職員の科研費申請が奨励 Bに

限定されているのはおかしい。少 くとも技術開発

や機械の試作をめざす試験研究の分担者として技

術系職員を認めるべきではないか」と主張 した。

理学部長はは,「今のところ無理なようである。

将来の問題として関係機関に働きかけるが実現ま

でには時間がかかるだろう」と答えた。

5.そ  の 他

昇格,定員化,行 (二)職員の行 (一)振替 ,

教務職員の助手振替勤務延長・再任用などが,継
続 して議論された。
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編 集 後 証

今月は翻認,早野配胞犠湾穿鴫鐸いエッ.セーをい権だきました。

しかし。穀しい事健懇息に,この秋亡く趣iられた鐸井議太郎乱生。1血

蝙 発生.‐療郷 鰤 も1の       を得げる事に

なり,ま.聰
.て平

'II礎

哺藤躍難鑽降摯副捕黎堪罐覇|き まし起。議んで重悼の

階
‐
しますξ

撃殊義薇 のグラフィンタ‐をいた紳いオ瑠鉢罐鐵難雄が仁料撻

を,m4口 嶋轟錠発超巨が珪ヨ宅諏艶|― ました聰細輛岳あ り

てお枷しヽ申L島罐 す。
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